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生命工学科
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地 域 食 物 科 学 科

ワイン科学特別コｰ ス
同 晏1111=:ii!!

生命環境学部は｢ 持続的な食料の生産と供給による地:或社会の繁栄を

実現するために必要となる生命科学、食物生産･加工、環境･エネル

ギー、地域経済･企業経営･行政に関し広い視野を持つ人材を自然と社

科、地域食物科学科、環境科学科、地域社会システム学科)で構成される

学部です。自然と社会の共生科学の視点から、生命･食･環境･経営など

の諸問題に取り組み、解決する意欲をもつ人を求めています。

地域社会システム学科

観光政策科学特別コｰス

よ梨大学
UNIVERSITY OF ￥ＡIＶIＡＮＡSH

.“`，　芦そ　　号≡　-　ぶ
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全学共通教育科目

学部共通科目
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就職活動時･卒業後に、１人の人間とし て社会生活をスムー

スに送ることかでき､ 他人と協力し 、かつ切磋琢磨しながら、

よ０よい人間関係が作り出せる大になるための基礎知識と

技能および知恵を学びます。
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大学院への連続性を重視した基礎教育と専門教育を行いま

す。地域と連携したフィールドワークを始めとする実験･実習

重視の実践的な教育を受けます。
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O Ｏ
専門基礎科目を学んだ後、いよいよ生命･食･環境･経営に関す

る実践教育を受けます。また、広範で複合的な問題ヘチヤレン

ジする意欲をもつ学生のために、他の学科の専門科目を履修

できる相互乗０入れ科目を設定しており、柔軟性のあるカリ

キュラムを履修することによって幅広い知識を学びます。

OＯ
4年次では､主に専門特別科目を履修し、実践的専門職業人

としての実技を修得する卒業研究を行います。また、特別

講義などを履修し、大学院へ向けた専門知識についても学

びます。

３
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生 命 工 学 科
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実験実習を重視した実践的教育体制

・ 生 命 工 学 の 基 礎 知 識･ 技 術 を しっかり 学 ぶ 。

○化学 ○生物学 ○微生物学 ○化学や発生工学の実験技術

■ バ イ オ サ イ エ ン ス 、バ イ オ テ クノ ロ ジ ー を 深 く 学 ぶ 。

○遺伝子や細胞､生物機能に関する知識と技術 ○食品や医薬品の生産に役立つ知識

○食と健康､環境に関する知識と技術 ○生物化学､培養工学､応用微生物学､遺伝子工学の実験技術

・ 有 用物質 生産 、食品 生産･加工 、組織再 生などの分 野の 技術者･研 究者 になる。

○食品系製造業(食料､飲料､醸造等)○化学系製造業(医薬､化粧品､香料)

Ｏ医療系産業(機器､分析など)○環境産業(廃水処理､環境分析)Ｏ農業関係法人(JAなど)

○学術･研究機関Ｏ地方公務員○国家公務員

紆 と
・ 生命工学科の前身は昭和32 年設立の工学部発酵生産学科まで遡ることができま

す。バイオテクノロジーとバイオサイエンス分野において十分な教育一研究実績が

あ０.すでに多くの卒業生を社会に送０出しています｡前身学科の主な就職先は生

命工学科ホームページ(https:// ｗｗｗ.bl.yａｍａｎａｓhi.ａｃ.jp)をご覧ください。

１ 本学科につづく大学院に修士課程及び博士課程が設置されてお０､毎年卒業生

の約7 割は修士課程へ進学します。

㎜ = 一 一

回回 蛋海ｙ

生命の仕組みを解き明かす

最先端バイオ技術を学ぶ!
最先端のバイオサイエンスを基盤に

高い創造力をもって未来のバイオ産業を

担うことのできる人材を養成します。
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生命工学科では下記の教員が3つの分野で先端的な研究を行っています。4

年次に研究室に所属し、学部の集大成として卒論研究に取り組みます。

半数以上の学生が大学院に進学し、より高度な研究に携わっています。
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★ 細 胞 培 養 工 学 研 究 室

教授／黒潭 尋　准教授／升井 伸治 助教／大貫 喜嗣

培 養工 学の観 点 から､iPS 細 胞 やES 細 胞などの多

能 性幹 細胞 を使った再 生 医療の 実用 化を目指して

います｡ 多 能性 幹 細胞 から効率 よく目的 細 胞をつく

り出すため､ 細胞 の 増やし方( 増殖 法) や心 筋など

の機 能 細 胞に変 化させる技術( 分化 誘 導 法)､さら

には細胞の 品質評 価 法の開発 を行っています。

★ 発 生 工 学 研 究 室

教授／若山 照彦　助教／大我 政敏

マイクロマニピュレ ーターによる顕 微授 精技 術 やク

ローン動 物の作 出は､ 再生 医療 や農業､ さらには宇

宙時 代の生活を大きく変える可能性を秘めていますO

これらの技 術は発 生工学と呼ばれるもので､私 たちは

この技術を駆使して従来不可 能だった実験に取り組

むと同時に､ エキスパートの養成を目指しています。

★ 応 用 微 生 物 学 研 究 室

准教授／山村 英樹･中川 洋史　助教／小久保 晋

微 生物 は医 薬品 や 発酵 食 品､ 農 業 への応 用 など

様々な産業 で人々の生活を支えています｡私 達は抗

菌･ 抗がん剤などの医薬品 原料を生産 する放線 菌の

分離や新 種提 案､ 食品産 業などに幅広く用いられる

酵母 の機 能開 発､ 有 用植 物の 新規 栽培 法 の開発

や生理活性 物質の探索 等に取り組んでいます。

★ 微 生 物 利 用 工 学 研 究 室

准教授／大槻 隆司

バイオの 世 紀と呼 ば れる現 在､ 人 類 が地 球 環 境

と共 存して発 展 するにはバイオ技 術 が必 要です。

私 達は 生 物 の 未 知 の能 力 を発 掘し､ その 機 能 を

タンパク質 や遺 伝 子 のレベ ルで解 明し､ バイオマ

ス活 用 技 術 へ応 用 することで未 来 を豊 かにする

研 究を行っています。

★ 環 境 微 生 物 学 研 究 室

准教授丿野田 悟 子

自 然 環 境 中 に は多 種 多 様な 微 生 物 が 生 息し、

動植 物と共 生 関 係 を築い ています。宿主 生物 の

環 境 適 応 や 代 謝 に 重 要 な役 割 を担 っている微

生 物の 進 化 的･ 生 態学 的 特 徴 の解 明を通して、

環 境 保 全 や 資 源 利 用に 寄 与 することを目指して

います。

★ 胚 環 境 研 究 室

教授／岸上 哲士　助教／渡辺 連

胚の 発 生 は､卵 子 の老 化 や培 養 環境､ また｢ 核 の

質｣ などの 要因により大きな影 響を受けます。また胚

や胎 児の環 境 が個 体 の遺 伝子 発 現や性 質にまで

影響 することも明らかに なりつ つあります｡ 私 達は、

哺乳 類の 個体 発 生や個 体の 性質 に影響 を及ばす

胚の仕組 みを明らかにする研 究を行っています
Ｏ

★ 発 生 ゲ ノ ム 科 学 研 究 室

教授／幸田 尚　助 教／志浦 寛相

初 期発 生における遺伝子 発現の制 御､ 胎盤 形成の

機 構の 解明 など､人を含めた哺 乳類 の初 期胚 発生

に重 要な過 程を分子 生物 学的 なアプローチで研 究

を行 なっていますO また､ 次 世代 シーケンサーを使っ

た単一 細 胞 の遺 伝子 発 現解 析 やゲノム解 析 のた

めの新規技 術の開 発も同時 に行なっていますO

に回　　。ｉ

★蛋白質構造生物学研究室
准教授／大山 拓次

タンパク質は生物の主要成分のーつであり､酵

素や物質輸送､シグナル伝達など､生物の多彩な

機能を実現する魅力的な分子ですO私 達はタン

パク質の複雑な立体構造を×線結晶構造解析

法を使って決定し､生 物の仕組みを理解する研

究を行っています。

★ ナ ノ バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー 研 究 室

准 教授／新森 英之

♂%　　　　　　
ゝS　ダ

近年､ 生体の機 能に倣った科学はナノバイオテクノロ　　’ill`　　　’､
４ ，

ｼﾞｰ という新分野へ発展しています｡そこで我々は､生体　　　　　　　1､ 、。

機能を利用した新規な機能性材料･薬剤の開発を目指し　　　　　 。

ています｡具体的には､多彩な物質工場である生物をﾐｸ　　　　　　　 ｊ

口な科学的視点で解き明かし､人に役立つ医薬品やバイ

凹

を行っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 て`羞 、。、’､^｀

★医薬分子工学研究室

助教／川上隆史
私達は独自のケミカルバイオロジー技 術を用 いて､が　;y

ン､免疫疾患､ 高脂血症､ アルツハイマー病､ 糖尿病 な

どの様々な病気に対する治 療に役 立つ新規ペプチド

医薬品( 分子標的治療薬)を開発する研究を行ってい

ますOまた､それらの医薬品を発見するための新しいケミ

カルバイオロジー技術を開発する研究を行っています。
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基礎から応用、そして実践に繋がる新しいカリキュラム

■ 食 物 の 基 礎 知 識･ 技 術 を しっか り学 ぶ 。

○果樹､農作物の栽培 ○微生物学 ○食品製造学 ○生物学 ○栄養学

・ 食 物 科 学 を 深 く 学 ぶ 。

○農産物の生産 ○食品製造の科学

○食品微生物の分子生物学的解析と利用

Ｏ食品成分の栄養学と有用成分の利用

■ ワインの 科 学を深く学 ぶ 。(

ワイン科学特別コース)

○ブドウ栽培､ワイン製造の技術

○ワインの成分の分析と利用

・ 食物科学や農学の知識･技術を食料問題の解決に活かす人材になる。

○食品産業､醸造産業○製薬産業Ｏワイン産業○果樹栽培業

○食品加工産業○農業生産関連産業○大学院○国家･地方公務員

・ 人類は有史以来､ 食品を作０続けてきました｡ かつてないスピードで進む環境破

壊､そして人口増加､ 食物を取０巻く状況は大きく変化しています｡地域食物科学科

では､先端的な科学的手法を駆使した果樹や野菜の生産やワイン製造などの加工を

実践し､食料問題の解決や食物の利用性と機能性を高める教育を行います。

http ｓ://ｗｗｗ 吊y ａｍａｎａｓhi.ａｃ･jp

-

・ 教育モデルとして｢ ワイン科学特別コース｣を 設置し､プドウ栽培･ワイン製造を専

門に研究する｢ ワイン科学研究センター｣ の歴史と実績を活かして､専門的なワイン

製造技術を教育しワイン製造業界で活躍できる人材を養成します。

- ・ - 7 ¶「 i ㎜㎜

回 鉦 浙５11

(ワイン科学特別コース)

地域性に富むワイン科学特別コースを学科内に設置。
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地域食物科学科では、4年次に研究室に配属され、食物やワインに関する卒業論文研究

に取り組みます。下記の6 つの研究室があります。園芸学、食品製造学、食品栄養学、果実

遺伝子工学、機能成分学、発酵微生物工学について研究を行います。
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★ 食 品 製 造 学 研 究 部 門

教 授／谷 本 守正･舟 根 和美　 准 教授 ／三 木 健夫

食べ物 のおいしさ､食べやすさに直結する､食品の食感

や製造方法に関する研究をしています｡様々な加工条件に

よる食品の性質を､食品の物性と構造の両面から解析し、

新たな食品価値を創造します｡さらに酵素を利用した新しい

食品素材の開発にも取り組みますO

また､酵母 の遺伝子に関する研究を行っています｡発酵

食飲料製造に欠かせない｢酵母｣の性質は､遺伝子の相互

作用によって生じています｡遺伝子を構成するＤＮＡ配列を

多 面的に解析し､様々な情報を得ることによりF酵母｣の持

つ高 次機能についての研究(高浸 透耐性､アミノ酸資化

性､細胞外タンパク質機能等)を行っています。

★ 食 品 栄 養 学 研 究 部 門

教 授 ／ 望 月 和 樹

私たちは､毎 日食物 から多くの栄 養素 を摂 取して生 きていま

す｡ これらの栄 養 素 には｡エネルギー源となる栄 養 素( 糖 質､ 脂

質､ タン パク質 など)､体 を形 作る栄 養 素(タン パク質､ﾐﾈﾗﾙ な

ど)､代 謝を助 ける栄 養 素(ビタミン､ﾐﾈﾗﾙ など)などがあります。

健 康な生 活を営 むために､これらの 栄 養 素の 適正 な摂 取 が必

要となります｡さらに､ 近年 では､これらの栄 養 素に区 分されない

食事 因子( 食 物 繊 維や､抗 酸 化 食品 成 分など)も私たちの体 に

とって大 切 な役 割を担っていることが わかってきました｡ 食品 栄

養学 研 究 部 門では､ 食生 活と密 接に 関連している疾 患( 生 活

習 慣 病 やアレルギー 疾 患)の 予 防を目標に､ 栄 養 素お よび 食

事 因予 の 役 割 を探 求 することを目標 に研 究 を行っています。

★ 発 酵 微 生 物 工 学 研 究 部 門

教授／柳田 藤寿　准教授／岸本宗和･乙黒美彩

ワインをはじめとする発酵食 品の製 造において､酵母

や乳酸菌 は様 々な成 分の生成 を通して発 酵食品 の品

質に大きな影響を与 えています｡ 我々はワイン醸造 環境

(ブドウ園､ ワイナリー)や 自然 界(

湖､ 花) から酵母 や乳酸菌 などの

有 用微生物を探 索し､香気成 分や

代 謝産物 など微 生物 の持つ未知

の能力を解明 することで､ワインや

発 酵乳 飲料 など個 性豊 かな発 酵

食 品の開発を目指し研究を行って

います。

‰
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地域食物科Ei 叫は、食物( 食品製造、食品栄養、園芸) およびワイン製造に関する知識･技術( 微生物、機能成分、果実遺liSj を学べ

る新しい学､Slf ず。バイオテクノロジーを駆使した果樹や野菜等の農産物の栽培、食品製造の科学的理解、栄養･有用lilZI･･解析と

利用、ワイン薄造 技術等を課題に、食物生産から食品製造までのプロセスを包括的に学びます。



カリキュラムの構成
進路を 見据えて学ぶ
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環境科学科
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環境科学科には、しっかりとした理系教養の基礎を身につけて

自然の仕組みを解き明かし、次世代に豊かな環境を残していくために

必要な専門的な知識･技術を得るカリキュラムが用意されています。

卜y

・ 環 境 科 学 に 関 わ る 理 系 教 養 の 基 礎 を しっかり 学 ぶ 。

○基礎物理学 ○基礎環境化学 ○生物学概論○基礎数学○情報処理及び演習 ○生命環境基礎ｾﾞﾐ

○生物資源論 ○生物資源実習 ○環境科学基礎実験 ○自主ｾﾞﾐ(=学生が自主運営する実験活動･勉強会) など

・ 環 境 科 学 に 関 わ る

専 門 的 な 知 識 を 得 る 。

Ｏ大気環境科学Ｏ多様性生物論Ｏ水循環学

○水圏科学 ○土壌科学 ○環境科学演習 など

・ 環 境 科 学 に 関 わ る

専 門 的 な 技 術 を 習 得 す る 。

○河川実習 ○大気科学実習 ○土壌学実習

Ｏ環境生物学実習 ○環境モデリング実習 など

・ 環 境 科 学 に 関 わ る 専 門 的 な 知 識･ 技 術 を 持 ち つ つ 、

総 合 的 に 物 事 を バ ラ ン ス よく 見 る こと が で き る 人 材 に な る 。

Ｏ環境コンサルタント業や環境分析業等の環境産業､自治体や各種公共団体に就職

○専門性を高めるために大学院へ進学(卒業生の約４割が大学院に進学)

居宅
･jp

・ 環境問題は私達の暮らしに関わる問題が非常に複雑に絡み合い､一人の専門家の能

力ではとても対応しきれなくなっています｡チームとして問題の解決に当たる必要が

あ０､チームがうまく機能するには様々な分野の基礎的な知識を持っている様々な人

材や､その連携をとるコーディネーターも必要です｡そこで環境科学科では､個々の専

門分野の能力を持ちつつ､総合的に物事をバランスよく見ることができる人材､思いや

０を持って人々の将来を考えられる人材を育てます。

惣

豊かな自然環境を

次世代に残すための知識と技術を学ぶ。
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・ 環 境 科 学 科 の 研 究 テ ー マ
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自然の造形美､バイオ燃料､水質､健康､水資源保全、

植物､土壌､微生物､藻類､水辺の生態､大気汚染、

南極観測､ 衛星観測

教 授／ 竹内 智

家庭 や 給食､ 食 堂などで使 用された廃 食 用 油を軽

油 代替 の バイオディーゼ ル燃 料にリサイクルし､日

常的 に活 用 するための研 究に取り組 んでいます。

教授／風問 ふたば

水中の化学物質の調査､都市の河川水質予測、

途上国における簡易水質浄化方法などについて

研究を続けています｡環境教育にも長年取り組ん

でいます。

助 教 ／片 岡 良 太

土 壌 微生 物の 機 能を利 用して環境 を制御 すること

を目 標 に研 究を行ってい ます｡ 室 内 実 験と屋 外で

の調 査･研 究を互いにフィードバックさせながら自然

の実 態に肉 薄したいと考えています。

教授／御園生 拓

生物と影響の双方向の関係について基礎から応

用までの多面的な研究を行っています。

Ｏ藻類と紫外線 ○藻類による廃棄物処理

○人の心理と環境他

准 教 授／ 松 本 潔

微 量 化 学 成 分の 大 気 環 境 中での 動 態 につ いて

フィールドでの観 測 に基 づく研 究を行い､ これらの

成 分 が気 象 や気 候､ 生 態系 に与 える影響 の 解明

を目指しています。

教授／石平 博

数値モデルや衛星観測技術を用いて､世界の

様々な地域における河川流量を推定･予測する方

法の開発に取り組んでいます。

准 教 授／ 島 弘 幸

動 植 物 や 大自然 の 景 観 が私 たちに 魅 せる美しい｢

カタチ｣ を科 学的 に 調 べています｡ その 不 思 議な

形 成メカニズ ムを解 明 することで､ 大自然 に横たわ

る新しい科 学 法則 の発 掘を目指しています。

教授／西田 継

森林･農地･都市の栄養バランス､地下水の涵養と

汚染､水と病気や福祉の関係などについて､山梨

とアジアの流域で調査と研究を行っています。

助 教 ／黄 瀬 佳之

植 物 の有 する有 益な機 能を維 持 するために､ 植物

栽 培 実 験や 数値 シミュレーションによって､ 大 気汚

染 や気 候 変 動が植 物 に及 ぼす影 響 の解 明とその

対 策に取り組 んでいます。

准教授／田中 靖浩

培養が難しい未知微生物の分離培養を可能とす

る技術の開発､取得した未知微生物を用いた環境

保全や浄化､ 有用物質生産等に関する研究を

行っています。

准 教 授／ 岩 田 智也

陸 一 河川 ―海洋 間 の物質フローの 経路とダイナミ

クスを調 べることで､ 流 域 における生 物 群 集 の維

持 機 構を明らかにしていきます。

准 教 授／ 小林 拓

海 の 汚れや 気 候 に影 響を与 える空 に舞う微 粒 子

の量 や性 質を､宇 宙 から調 べる(リモートセンシング

といいます) ための基 礎 的な研 究を行っています。

助教／馬簾 純

衛星･地理情報と数値モデルを駆使して､水循環

と社会の関係性について､流域スケールと全球ス

ケールの2つの視点から研究を行っています。

惣

ユ

て

Ｉ
　
　
　
　－
　
　－
－
　
　－－－－
　－

９

如DE ㈲iRONMINTAL SGIENGES ゛



｜

皿

カリキュラムの構成
進路を 見据え て学ぶ
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社会科学の総合的な知識と数理分析スキルを身につける

･WI ’

Ｓ

・ 地域社会システムの様々な構成要素と地域発展に関する基礎知識をしっかり学ぶ。

○経済学､経営学､法学､行政学､政治学など社会科学の基礎科目

○統計学､基礎数学など､計量的分析方法の基礎科目

○共生科学､生命科学､生物資源､環境科学など､自然との共生に関する科目

■経済学､ 経営学を

深く学 ぶ。

Ｏ経済学の理論と

経済現象の分析方法

Ｏ経営学の理論と

企業経営の分析方法

・ 法 学､ 政 治 学を　

深く学 ぶ。

Ｏ基本的な法律知識と

法学的な分析方 法

○政治学や行政学の

理論と政策過程の

分析方法

・ 地域計画､ 数理分析

スキルを深く学 ぶ。

○地域計画の理論、

方法､関連計画や政策

○統計学や経済数学など、

計量的な分析方法と　

管理方法

・ 観 光 経 営･

観 光 政 策を 学 ぶ。

◎観光経営･観 光マーヶ

ティング･観光行政･ 観

光政策の理論と手法

○ 観光資 源を活 かした

地域づくりなど

・ 民 間 企業 や 行政 機 関などで 地 域社 会を マネジメントできる人 材 になる 。

Ｏ国家公務員○地方公務員Ｏ一般企業(製造業､金融業､サービス業､観光産業､ITなど)

○シンクタンク○起業家○ＮＧＯ･ＮＰＯＯ大学院進学など

http ｓ://ｗ ｗｗ.ｓｓ･yａｍａｎａｓhi.ａｃ.jp

-

■地域社会システム学科で､学生は､地域社会のマネジメントに関寸る専門知識やス

キルを体系的に修得するとともに､地域に対する知識とグローバルな知識を両立

させながら､幅広い視野から社会を｢ マネジメント｣ する能力を身につけます。

■また､観光政策科学特別コースに所属する学生は､ 地域社会システム学科の専門

科目に加え､ 観光経営･ビジネス分野および観光行政･計画分野の専門知識を習得

できます。

・ 卒業後の進路として､民間企業･官公庁･地方自治体･公益法人･各種団体･大学院進

学など､幅広いものが期待できます。

- － － -
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准教授／門野 圭司

政 府の経済活 動を研 究対象とする財政 学の学習

を通じて､経済 的に不 遇な人 たちの言い分にこそ

共 感できる心と､経 済の実態を科学的に理解 する

頭 脳と､両方を身につけることの大切さを掴 み取っ

てもらえればと思います。

教授／渡浚 幹彦

マクロ経済 学では､国 全体 が豊かであり続 けるた

めの 経済 政策 について学びます｡ 食料 問 題とグ

ローバル経 済では､この経済政 策をグローバ ル社

会の進展にどのように対応させるのが良い かにつ

いて学 びます。

教授／渡逓 靖仁

ミクロ経済学 の理論を用い､ 市 場の失敗･ 政府の

失敗の発 生理由と対 策を分 析し､効 率と公平･貢

献原 則と平 等原 則などのトレードオフ関 係につい

て認識を深 め､経済社 会を公･共･ 私の3 視点 から

把 握する力を涵 養します。

y’－　 、゙
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教授／西久保 浩二

経 営学を実践 的な視 点から幅広く学 ぶことを通じ

て､ 企業 経 営を科学 的 に分析､ 評価し､そして改

革できる力を身につけます｡ また､日本企業 が持 続

的な競争 優位 に立ち､ 生存､ 成 長 する戦略を学

びます。

准教授／石塚 迅

法 学 分野の 科目の中で､ 主に憲法に関 連する科

目を担当しています｡ 私たちが享有する人権にはど

のようなものがあり､それを保 障するための統治 の

システムはどのようなものであるべきかについて考

えます。

教授／稲田 和也

社会 生 活上しばしば接 することとなる民法( 不 動

産法と家族法)､ 商法( 商行為 法)を中心に講義を

行っていますO 主として知識 の習得になりますが、

民事 法学における思考 方法も適宜 紹介したいと

考えています。

経 済　 経 営 ｉ 法 律 丿 政 治

政 策 ．
‥‥
畔
‥‥
・
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‥
数 理 ｜ 観 光

助教／若生 直志

行政 活動が社 会の様々な領 域に及 んでいくにつ

れ､その法的コントロールの必 要性も高まっていき

ます｡ 国民の権 利を保護 すると同時 に､ 社会を発

展させていくための法制度について考えます。

准 教授／金 基成

政 治思 想･政 治体制･ 政治システム･民主主 義･社

会 運動･市民 参加など､政 治学の基 礎知識と考え

方を習得 するとともに､生 態学的に持 続可能な社

会のあり方と政治 過程上 の諸課題について討 論

します。

准教授／小松 志朗

国 際関 係論を基 礎から学 んで､ 世界 の構造 や歴

史､ 具 体的な諸 問題について理 解を深めます｡地

域社会 のことを考える時にも､グローバルな視点か

ら世界とのつながりを意識できるようになってもらえ

ればと思います。

准教授／藤原 真史

政治学の一 分野である行政 学､ 地方自治論では、

国や地方自治体のさまざまな活 動を支える行政資

源(ヒト､モノ､カネ､情 報等) やそれらを活用して産

み出される政 策につい て､理 論や歴 史､ 現 状､ 課

題等を学 びます。

准教授／喜多川 進

日本の みならず海 外の 具 体的 な環境 政 策の 事

例を通して､ 環 境 政策 の推 進･ 阻 害要 因および

環境問 題 解決 のための望ましい政 策のあり方を

学 びます。

教授／大山 勲

都市や農村 地域の計 画､ 景観･ 環境･観 光などの

個別 計画､ 商 業･交通･ 集落空 間などのデザイン、

法 定計 画の限 界､ 市民 行政 協働まちづくりの 実

践など､地域の持 続と活 性化を進めるための計 画

づくりの基 礎を学びます。

准教授丿 島崎 洋一

地域社 会における望ましいエネルギーの使い方に

ついて学 習しますO 行政 や 企業 におけるエネル

ギーの導入 計画､ 経 営管理を主 題とします｡身 近

な例として､ 家庭の 電力測 定演 習を行います｡ 意

思決定の手 法を理解します。

助教／宮川 雅至

地域の社 会 経済 現象を場 所･空 間に着目して客

観 的に分析し､問題解 決につなげるための立地モ

デルを学びます｡土 地利用､ 施設配 置､商 業立 地

などを対 象に､ モデルを実 際の地域 に適用 するこ

とを目指します。

准教授／伊藤 一帆

世の中 で起きている現 象を数式を用いて表現する

ことを数理 モデリングといいますO そして､その数式

を分析 することにより､ 複雑な現 実の本 質が見え

てきます｡ 経済現 象を中心に､この一連 のプロセス

を修 得しましょう。

准教授／平井 寛

あなたが仕 事やその他 の場で何 か新しい提 案をし

ようとするとき､その提案 に説得力を持たせるには

どうしたら良いでしょうか｡ 統計 学 は実際 に起きた

結 果の データに基づいた根拠を示 すことができる

有力なツールですO

准教授／菊地 淑人

観光 政策･ 計画という観点 から､観 光資 源を活 か

した地域づくりを学びます｡また､世 界遺 産をはじ

めとした文化･自然 遺産の価 値評 価やマネジメン

トを学 ぶことで､地 域 資源 を守り､ 観 光等 に活 か

す方 策を身 につけますO

教授／田中 敦

訪日観光 客の急 増など変 化が著しい観 光につい

て､ 地 域とグローバルの双 方 の視点 から幅広 い

テーマを取扱います｡ また観光経 営等の学修を通

じて､ マーケティングや企 業経 営の基 礎知識を実

践 的に習得していきます。

ｉ
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朧 附 属 農 場 甲府市農業セッター小曲試験圃場の一部を借用して作られた総面積約25ha の農場です。山梨県の特産果樹であるブドウや桃､ 地域特性に適した

農作物の作付けを行い､ 教育･研究に利用します｡また､全学科の学生がこの農場で｢ 生物資源実習｣を受講します｡設備として､管理棟(575 ㎡) 、

ガラス温室(480 削)、堆肥舎､人工気象室､プレハブ倉庫などがあ０ます。

山梨大学にはいくつかの研究セッターがありますが､そのうち発生工学研究センター･ワイン科学研究センター･国際流域環境研究センターの教員が生命環境学部の

教育に参加します｡これにより､最先端の研究の成果が教育の中に取り入れられます。

朧 発 生 工 学 研 究 セ ン タ ー

実験動物飼育室､マイクロマニピュレ一ション室､分子生物学実験室､細胞

培養実験室､細 胞イメージング室等からなる研究施設です(2 階建て800

㎡) 。この施設では､遺伝子(ＤＮＡ)、タンパク質､ 細胞､ 動物個体の各レベ

ルにおいて質の高い実践的な教育研究を行うことができます。

■ ワ イ ン 科 学 研 究 セ ン タ ー

国立大学唯一のワイン科学を専門に研究するセンターです｡60 年以上の歴史

があ０､日本のワイン科学の教育と研究の拠点になっています。地域食物科学

科の｢ ワイン科学特別コース｣ では､ワイン造０に情熱を抱合､ワイン業界を

リードできる高度な専門知識と技術を持つ人材を育てます。

２４
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■ 国 際 流 域 環 境 研 究 セ ン タ ー

水資源の枯渇､水災害､水環境の悪化､水に起因する病気など水にかかわる問題

に対応するための研究を行っているセンターです｡アジアを主として､
ヨーロッ

パ､オーストラリア､アメリカやアフリカの大学･研 究機関と連携し､ 国際的な
研

究と教育( 流域環境科学特別教育プログラム等)を行っています。
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生 命環 境学専攻　

●バイオサイエンスコース　

●食物･ﾜｲﾝ 科学コース　

昌゚ 裴 ぶ昌 昌 之 ７

工学専 攻　

●流域環境科学特別教育プログラム

生命医科学専攻

〉

●生命環境学専攻は｢生命･食･環境･経営｣に関する教育研究を目的としています｡自然科学と社会科学の文

理融合的アプローチで､人類にとって最も普遍的で重要な｢食と健康｣および｢生命と環境｣に関わる諸問題

の解決に貢献できるエキスパートを育成します｡本専攻には､以 下のコースがあります。

生命科学を基盤とした｢食と健康｣、｢生 命と環境｣

に関する教育研究。

環境･エネルギー､ 地域経済･企業経営一行政に関

する教育研究。

●｢食と健康｣ および｢ 生命と環境｣に関わる課題を、

社会･経済･行政システムとの関わりでとらえ､自然

科学の知識で理解･分析し､技術革新や政策によっ

て解決する意欲をもつ人を求めます。

●４つの特別教育プログラム(発生工学技術開発一実

践､ 流域環境科学､ 先端脳科学､ 協応行動科学)に

参加することもできます。

/　　　7
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■流域環境科学特別教育プログラム修了者進路状況
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修了年度 �修了者 �進　学 �就　 職
- �　

他

Ｊ&臨.、　　?a �　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

♂一
心､ ，･ 心 　

2018 � ５ � ２ � ３ � ０ � 中日本ハイウェイ･エンジニアリング東京､ケミカルクラフト､NTTフアシリティーズ北海道

2017 � ４ � ３ � １ � ０ � 日立プラントサービス

●統合応用生命科学専攻(↑専士課程)は平成３０年４月に新設されました｡修士課程と同様に医工に農学を加え､医工農の分野横断的な教育を展開いたします。

生命環境学部､生命環境学専攻(修士課程)に接続する専攻であ０､山梨県で初めての農学系を有した大学院博士課程で､ワインや発生工学など本学の強みを活かし

た教育を展開し､ 地域に貢献でき､グローバルに活躍できる人材を養成します。本専攻には以下のコースがあ０ます。

発酵･食品に関連する複数の学問分野の高度な知

識と技術を修得し､食と健康及び環境に関連する

産業分野で活躍できる人材を養成。

F ●㎜ １

免疫や神経科学等の高度な専門知識と技術を身に

付け､コメディカルなど医療機関等で活躍できる人

材を養成。

発生工学や周辺の学問分野を含む高度な生命工

学の技術と知識を修得し､生殖補助医療､再生医療

やバイオ関連産業で活躍できる人材を養成。

大 学 院( 修士課程・博士課程)
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2019 年度
総合計

留学生6 人を含む
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募集区分【後期日程】 ��募集人員 �志願者数 �志願倍率

■ 生命工学科 ��５ �32（66 ）�6.4(13.2)

同
地 域食物科学科 ��５ �42（51 ）�8.4(10,2)

Ｈ
�

ワイン科学特別コース

�ノ �ノ �ノH
環 境科学科 ��５ �162（26 ）�32.4（5.2）

lil
地域 社会システム学科 ��５ �120（74 ）�24.0㈲.8）

■
�

観光政策科学特別コース

�ノ �ノ �
ノ

合　　　　　　 計 ��20 �356(217) �17.8(10.9)

J

2018 年度

総合計

募集区分【前期日程】 ��募集人員 �志願者数 �志願倍率

■ 生命工学科 ��30 �68 （75 ）�2.3(2,5)

同
地 域食物科学科 ��32 �75 （76 ）�2.3(2,4)

Ｈ
�

ワイン科学特別コース � １３ �37 （41 ）

H
環 境科学科 ��25 �86 （51 ）�3.4(2.0)

lil
地 域社会システム学科 ��43 �240(151) �5.6(3.5)

■
�

観光政策科学特別コース � １３ �42 （62 ）

Ａ　　　　　　　 計 ��130 �469(353) �3.6(2.7)

※ワイン科学特別コースの人数は､地域食物科学科前期日程の募集人員数と志願者数に､内数として含まれていますO

※観光政策科学特別コースの人数は､地域社会システム学科前期日程の募集人員数と志願者数に､内数として含まれています。

:j=4恥 艮 回 桔励



学　科 �卒業年度 �卒業者 �進 学 �就 職 � 他 � 就職先

生命工学科 �2018 �37 �21 �

１３ �３
�

八王子市役所､帯広市役所､協同商事コエドブルワリー､パイオニア･マイクロ･テク

ノロジー､メディカルシステム研究所､米久デリカフーズ､テックマークジャパン､独立

行政法人鉄道運輸機構､太陽工業､スターゼン､YKKAP､ エノモト､グッドライフ

�2017 �35 �24 �１０ �１
�

山梨県庁､ヤマザキ､ウィメンズクリニックふじみ野､プロバイドジャパン､ビーナススタ

イル､佐藤電機製作所､ 俵IVFクリニック､日本情報通信､イシイ､NTT データ･フィナ

ンシャル･ソリューションズ

地域食物科学科 �2018 �34 �

１４ �20 �０
�

静岡県庁､ 内閣官房､横浜市消防局､グリーンハウス､モランボン､スズケン､エイ

ジェック､渡辺パイプ､安曇野食品工房､グレープストーン､マンズワイン､デリカフー

ズ､ゼンショウホールディング､ポテトデリカ､TREES､ トヨタグループ､ 館園､日本香

堂､林農園

�2017 �33 �１２ �21 �０
�

山梨県庁､兵庫県庁､ サラダクラブ､名工建設､マルサンアイ､きちり､すかいら－< 、

信州 ハム､フジパン､伊藤製菓､アイコン･ジャパン､神戸屋､ｼﾞｯﾄ､ますだ､ヤツレン、

アスザックフーズ､安曇野食品工房､サザビーリーグ､TISシステムサービス､メガネ流

通センター､静岡スバル自動車

環境科学科 �2018 �38 �

１０ �28 �０
�

山梨県庁､甲府市役所､浜松市役所､富士市農業協同組合､JAフルーツ山梨､愛知県農業協同

組合､JR東日本テクノロジー､東海旅客鉄道､中日本ハイウェイ･エンジニアリング東京､日立パ

ワーソリュ一ションズ､古河電エパワーシステムズ､明電舎､茨城セキスイハイム､ﾌｫﾈｯﾄ､ スワベ

商会､ジインズ､ヤマト科学､静環検査センター､SALAガステックサービス､シチズンファインデバイ

ス､山崎製パン､CSS技術開発､スターツコーポレーション､ﾒｲｷｮｰ､ 創味食品､クレスト､オオバ

�2017 �34 �１１ �22 �１
�

山梨県庁､甲府市役所､日本下水道事業団､パナソニック､積水アクアシステム､中

日本ハイウェイ･エンジニアリング東京､共立製薬､アサツーディ･ケイ､日本KFC ホー

ルディングス､リビングエンジニアリング､ニチレイ･アイス､共立出版､エコネコル､ア

ピ､オリオン機械､アイ･エス･ビー､静鉄ストア､名古屋製酪､国際航業

地域社会システム学科 �2018 �34 �

０ �34 �０
�

山梨県庁､静岡県庁､横浜市役所､甲府市役所､南アルプス市役所､地方独立行政法人 山梨県

立病院機構､福井労働局､日本アイ･ビー･エム､富士通マーケティング､日立システムズパワーサー

ビス､JTBコミュニケーションデザイン､東日本旅客鉄道､リゾートトラスト､富士観光開発､中央観
光､清水銀行､野村信託銀行､全国労働者共済生活協同組合連合会(全労済)､住友生命保険
相互会社､日通NECロジスティックス､ちふれ化粧品､文理学院､夏目光学､ビジョンサービス､セコ

ム山梨､エイジェック､YSKe-com､コメリ､マルマサフード､レフトバロン

�2017 �39 �１ �38 �０
�

山梨県庁､山梨中央銀行､山梨日日新聞､山日YBSグループ､昭和町役場､ホンダモーター
サイクルジャパン､京セラコミュニケーションシステム､あいおいニッセイ同和損保､JA長野県
本部､セガトイズ､ネクスコ東日本､日商テクノロジー､東邦薬品､東京エレクトロンテクノロ

ジーソリューションズ､社会保険診療報酬支払基金､ニッセイ情報テクノロジー､三菱電機ビ

ジネスシステム､あさひ､ジャルパック､一条工務店､CSS クレセント､新日本無線､ネクステー
ジ､YSKe-com､ 中日本エクシス

コース �修了年度 �修了者 �進 学 �就 職 � 他 � 就職先

バイオサイエンスコース �2018 �22 �

５ �14 �３
�
山梨県庁､一般社団法人日本血液製剤機構､日本ピグメント､第一三共ケミカルフアーマ､イノメ
ディックス､天野エンザイム､安曇野食品工房､ネオフアーマジヤパン､ビーブラウンエースクラップ､藤
森工業､柴田屋酒店､アセラ､WDB( 株)エウレカ社､大宝化学工業

�2017 �26 �１ �24 �１
�

不 ニ ラ テッ クス､ 医 療 法 人 鉄 蕉 会 亀田ivFｸﾘﾆy ク 幕 張､ 高 砂 香 料 工 業､MC フ ード スベ シ ヤリ ティー ズ､ 諏 訪 大 津 屋 本 家 酒 造､ ノー

ビル､ 三 和 化 学 研 究 所､ サクラ フ アイン テック ジヤ パン､ 銕 津 水 産 化 学 工 業､ 理 化 学 研 究 所､ クスリ の サ ンロ ード､タウ ンズ､ ピ ックル ス

コ ーポレ ー ション､ 日本 エ ス エル シ ー､威 海 域 高 血 液 浄 化 制 品 有 限 公 司､ アドバ ン テック､ グ ンド マン､ はくば く､日 本 食 品 化 工､ ケン コー

マヨ ネ ーズ'、 エス エス ワイ､ オリン パ スメデ ィカル サ イエ ンス 販 売､OKI ソ フト ウェア､ 独 立 行 政 法 人 家 畜 改 良 セン ター

食物･ワイン科学コース �2018 �

９ �０ �８ �１
�高砂香料

工業､TSメリクロン､築地魚市場､メタジェン､アウトソーシングテクノロジー､はくば<､盛田、
銀座コーシーコーナー

�2017 �１５ �１ �１３ �１
�
甲府市役所､北杜市役所､下諏訪町役場､(独)製品評価技術基盤機構､(国研)農業･食品産業技
術総合研究機構､ノベルズ､昭和産業､ゴールドパック､ローソン､マンズワイン､アルソア､サンフー

ズ､富士通

地域環境マネジメントコース �2018 �

６ �１ �５ �０
�笛吹市役所､吉田町役場､クレスソフト､

ミヤマ､ユニタス日本語学校(甲府校)

�2017 �４ �０ �４ �０
�
東日本旅客鉄道､東芝インフラシステムズ､富士通エフ･アイ･ピー､富士通ピー･エス･シー

ｉ
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実 習

●各学科では､学年ごとにクラス担任が決められていて､学び方･生活などのアドバイスを行っています。

●大学での学び方についての授業科目(生命環境基礎ゼミなど)があります。

●数学･理科などの科目では､高校での勉強の復習から始まる基礎教育を行います。

●グループ学習･実習ができ､数学および物理などの個別指導を受けられる学習支援室があります。

●附属図書館には､静かな空間で勉強に集中できる｢サイレントエリア｣､グループでディスカッションできる｢ラーニン

グ･コモンズ｣があります。また､開館時間以外および休館日に館内閲覧･館内資料の文献検索等が利用できる特別使

用(申請が必要)もできます。

●広報活動などを通じて､保護者･出身高校とのつながりを大事にしています。保護者の方には､毎学期成績表を

お送りしています。

●キャンパス全域に高速無線ＬＡＮ設備があり､インターネットが自由に使えます。

●キャリアセンターでは､就職関係の資料を整備するとともに､企業説明会､就職活動に役立つ各種セミナーやガイタン

スを開催し､就職活動のお手伝いをしています。(http://ｗｗｗ.ｃａrｅｅr.yａｍａｎａｓhi.ａｃ.jp)

●保健管理センターでは､健康診断､医師による診察､ 保健師等による健康相談･保健相談､け が等の応急処置などを

行っています。(httpｓ://health.yａｍａｎａｓhi.ａｃ.jp)

●学生サポートセンターでは､悩みごとや困りごとに関する相談やカウンセリング､支援を必要とする学生の修学支援を

行っています。(http://ｗｗｗ.ｓp-ｎｅｅｄｓ.yａｍａｎａｓhi.acjp)

●国際交流センターに､外国人留学生の就学､学生生活の相談に応じる相談室を設け支援を行っています。

(http://ｗｗｗ.ｃｉｅｅ.yａｍａｎａｓhi.ａｃ.jp)

６４
－
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観 光･ レ ジ ャ ー 王 国 山 梨

山 梨県 は､世界 的な観 光名所 で

ある富士山･富士五湖周辺をはじ

め､清 里高原や南アルプスといっ

た､観 光･レジャースポットがいっ

ぱい｡四 季を問わす楽しむことが

できるので､長期の休みはもちろ

ん､ 週末でも､ちょっと足をのぱせ

ば､素 敵なロ ケーション の中で。

心 身ともにリフレッシュすること

ができます。

フ ル ー ツ と い え ば 山 梨

山梨県と言えばブドウ､ 桃､そして

サクランボの 産地として全 国有

数なのはご存知だと思います｡桃

の生産日本一を誇る山梨県の笛

吹市 一宮 町では､毎 年４月､桃の

花が一斉に咲き出し､桃 色のじゅ

うたんを 敷き 詰めたような 風景

が広がります。

美 味 し い 水･

日 照 時 間 が 長 い 山 梨

美 味しい水も山梨 県が誇るも の

の一 つO北社市の尾白 川など､ 県

内各地には美しい水を育む､清流

が点 在し､ミネラルウォーターや

ソバなどの物 産も重要な 資源に

なっていま す｡さら に､一 日の 日

照時間が長い 県としても有 名で

すO高 原に広 がるひまわり畑で有

名な 北社市明野町は､｢日 照時間

日本一｣の町でもあります。
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新宿から甲府まで電車で最 速83 分 。意外と近いん万劃

静岡駅から131 分。富士駅から104 分。岡谷駅から55 分。

武田神社Ｏ

皿 皿

φ４ 東　京⇒甲府キャンパス

首都高新宿線から高井戸IC経由で中央自動車道:高井戸IC～甲府昭和IC(高井

戸＝甲府昭和問約1 時間20 分､113.2km) で下りて､ 一般道を北東の方角へ。

国道20 号線またはアルプス通り経由で約20 分

φ1 名 古 屋 ⇒ 甲 府キ ャン パス

東名高速:名 古屋IC～小 牧ＪＣＴ～中央自動車道:甲府昭和IC(名古屋＝甲府昭和

問約3 時間､245.4km) で下りて､一般道を北東の方角へ｡ 国道20 号線または

アルプス通り経由で約20 分

U 塹逞臨 膠

新　宿⇒甲府駅 都心からだと､最速83 分。特急なら乗り換えなし。

9:００授業開始卜
住 居 費 を か け ず 東 京 か ら 通 学 で き ま す 。

【特急】八王子07:29 発→甲府08:27 着

【普通】八王子06:54 発-夕高尾07:07 発→甲府08:38 着

至 松本

至富士

山 梨 県

富士山

Ｉ Ｘ 旧

４ 町Ｍ

和岡 ９

斬 潟り こ

ゝl,

戸卜I り

山 梨 県

I　JR 中央線　特急｢あ ずさ｣ またはFかいじ｣で最速83 分

ｉ　 新宿駅南口｢ パスタ新宿｣より最速119 分

名 古 屋 ⇒ 甲 府 駅 名 古 屋 からでも､ 特 急 に乗 れ ばお よそ3 時 間 。

1　 ①JR 中央線(塩尻駅経由) ／塩尻で特急｢しなの｣ から特急｢あずさ｣ に乗り換え､ 最短181 分

②東海道新幹線･JR身延線(静岡駅経由) ／静岡で新幹線｢ひかり｣から特急｢ ふじかわ｣に乗り換え､ 最短195 分

Ｑ　ＪＲ名古屋駅前バスセンターより約240 分

甲 府 駅 ⇒ 甲 府 キャン パ ス 甲 府 駅 から､ 信 玄 公 ゆ かりの 武 田 神 社を 目 指して 歩くこと15 分 。

ｉ　 甲府駅北口2番バス乗り場より｢武田神社または積翠寺｣ 行き約5分､｢ 山梨大学丿下車

１　甲府駅北口より武田通りを北上､ 徒歩約15 分

UNIVERSITYOFy ＡＭ∧ＮＡＳＨＩ－FＡＣＵLＴＹ ＯF LIFE ＡＮＤ

ﾘXｙFぎ 生命環境学部
TEL.055-220-8803

〒400-8510 山梨県甲府市武田4 丁目4-37

http ｓ://ｗ ｗ ｗ.leｓ･yａｍａｎａｓhi.ａｃ.jｐ/

栃 入￥

至東京方面2W

ご

至新宿

しリサイ クル 週?!! ﾀ旦゙y
］

この印刷物は､印刷用の紙ヘ

リサイクルできます。
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